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https://www.ryobi-group.co.jp/graphic/cspi/
RMGT-CSPI の詳細については、こちらをご覧ください。

82ｘ166モノクロ

印刷会社のSDGs達成のためのソリューションを提案、具現化するRMGT-CSPI。
各分野の企業が連携し、お客さまに寄り添いながら課題を解決・サポートします。



　まずはそのことを自分自身で理解する必要がありま
す。知識を身につけたことで満足せず、それを行動に移
すことを意識しましょう。
　3. 知識は実践してはじめて身につく
　一般的な学習モデルである「ラーニングピラミッド」
によると、講義を受けたときの知識保有率はわずか 5％
でしかないとされています。そしてそれを実践に移すこ
とで、知識保有率は 75％にまで上昇します。知識は実
践してはじめて身につくということです。
　弊社でもリサーチしてみると、実際に課員は『聞いた
だけでまったく理解していなかった』ことや上司として
は『一回教えたからできているだろう』と思い、実際に
行動に移すまで確認していなかったケースがあることが
浮き彫りになりました。
　つまり、上司は教えたつもり、課員からすると教えて
もらい知識を得てわかったつもりになっていただけで、
上司、課員ともに「できているつもり」になっていただ
けという問題点に気づきました。
　更に、一番大切な「実行に移す」の段階まで行ってお
らず、知っているだろう、わかっているだろう、できて
いるだろうという前段階で終わってしまっていたこと
が、お互いの理解がかみ合わず非効率になり、ミスの根
源になっていたことも顧みてわかり、改善すべきである
と強く感じました。
　新年度からしっかり効果を出すために、まずはこのこ
とを上司と課員がお互いに理解を深め、「実行に移す」
チェック体制を取りながら向上し、更なる効率化やミス
の削減を図れるよう意識を持って取り組んでまいりたい
と思います。

　本年度より労務・新人教育委員会の担当副理事長を仰
せつかりました箕浦でございます。
　どうぞよろしくお願い申し上げます。
　さて、春爛漫、４月からの新年度が始まり心機一転、
仕事における心構えや目標を立てるタイミングに入って
おります。
　これを機に、さまざまな立場や状況を踏まえ、職場の
環境や仕事の内容は変わらない中でも、年度が変わり新
鮮な気持ちでスタートを切れるよう、効率化とミスの削
減について考えてみました。
　例えば、上司が課員に対し指導するときには、当然そ
んなことは「知っているだろう」「当たり前だろう」「で
きるだろう」という思い込みで指導していることは多く
ないでしょうか。
　弊社でも思い当たる事があり、何かいい策がないかと
検索したところ、「知っているとできているは別」とい
うコンテンツを見つけました。
　そこに記載されていましたことは、以下のようなこと
でした。
　1. 知っているとできているは別
　水泳の泳ぎ方の知識があっても、実際に泳げないこと
もあります。このように知っているとできることは全く
の別物です。
　2. 頭でわかっているのと実際にできることは違う
　今の時代はインターネットの発達によって、誰でも簡
単に情報収集ができます。かつては一部の人しか知らな
かった知識も、インターネットで検索すればすぐに情報
を得ることができます。しかし知識や情報を理解しても、
実際にできるかどうかは別の話です。
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お客様の可能性を引き出す印刷現場での
働き方改革をご提案します。

「スマートに働く」
スキルレスオペレーション

専任者不要

「アイデアの具現化」
高品質を生むテクノロジー

受注体制の拡充

「無駄のない」
シンプルな印刷プロセス

作業の効率化

※写真はC4080にオプションを装着したものです。

巻頭言
「新年度スタートに向けて
　〜意識を持ち行動に移す大切さ〜」

副理事長　箕 浦  靖 夫
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2024年は、コロナ感染症が5類になってから1年数カ月が
過ぎ、マスクなしで人混みの中を行きかう人々も多く見受け
られるようになり、通常の社会活動が戻ってきたように見え
る。しかし、印刷業界においては、急激なデジタル化に加え、
昨年からの各種資材の高騰、郵便料金の値上げ、物流の問題、
人手不足などが企業活動に大きな影を落としている。そうし
た中2025年が幕開けした。愛知県印刷工業組合では、鳥原久
資理事長に代わり酒井良輔理事長が誕生し、間もなく1年を迎
えようとしている。その間、組合員企業の明日への成長を目指
し、たゆまない情報提供のもと事業活動が活発に行なわれて
きた。酒井理事長をはじめ執行部の方々にお集まりいただき、
今後の組合運営についてお話を伺った。

■愛印工組＜座談会＞

愛印工組執行部1年を振り返る
｢価値協創」で各種事業に積極的な取り組み
第 2回ワクワクぷりんと博覧会への期待

　厳しい状況下での印刷需要
　本誌　昨年の印刷需要はいかがでしたか―。
　酒井　飲食店などは相当紙離れしている。外食に行っても
メニューはなくタブレットから注文する。本当に紙はデジタ
ルデバイスに変わっていくので、そこをどのように印刷会社
が担っていくのか。今、紙があるからといっても永遠に続く
と思わない。コロナの間は集客しにくいので紙の集客物は止
めるのは分かったが、完全にデジタルに置き換わる物は置き
換わってきている。この紙の仕事がどうデジタルに変わるの
かを模索し始めた年である。
　田中　いろいろなものが値上がりし、中部地域の折り込み
広告はずいぶん減った。費用対効果を考えた時、折り込み代
が上がっただけの効果があるか、というので止める会社も多
くなっている。コロナが明けてからは、簡単な印刷物はネッ

ト通販といった時代になった。通販で来る仕事は営業が経費
をかけて行かなくても良いといってある。
　箕浦　市場が減っているにも関わらず、用紙代をはじめ資
材が大きく高騰している。また発送代、郵便料金、折り込み料
金の値上げなどもあるので、厳しい状況になってくると社内
では話している。紙の優位性があるもの以外は全てデジタル
に変わってくると強く感じている。その時の懸念としては、
今まで紙があるからの前提で前工程の値段を決めていたが、
今後、前工程だけの仕事にどう採算を当てていくか、また、
データの構築、システム、セキュリティ、データの管理などに
も応えていかなければならないと思っている。
　竹倉　紙の仕入れでは10％位減っている。原因は分析中
であるが減っていく傾向は間違いない。今までは、あるクラ
イアントが減っても他のクライアントが伸びて、急な落ち込
みはなかったが、今はいろいろなクライアントの案件が少し
ずつ減って「茹で蛙」になりやすいと感じている。また、郵便
料金の値上げについては、年度が変わる4月以降から影響が
出てくると思っている。
　加藤　原価が上がりいろいろなものを見直そうという情況
の中で、郵便料金の値上げでさらに加速した。年始では、印刷
用紙は10％位減少するといわれたが、最終的には前半で10
〜 15％減になっている。紙離れ、デジタルへの置き換え、販
促の見直しとか、コロナ以降大きく進んだと紙の出荷分を見
て感じている。反面、印刷通販の業績が伸びている。これか
ら何処へ向かっていくのか。販促物を追いかけて逆風の中で
漕いでも前には進めない。別の方向に取り組んでいかなけれ
ば苦しくなる。収益面では、原価の高騰が昨年、一昨年は言わ

　【出席者】（　）内は担当委員会　　　－敬称略－
　●酒井良輔理事長：知多印刷㈱
　●田中賢二副理事長 ( 組織・共済委員会 )：神田印刷工
業㈱
　●箕浦靖夫副理事長 ( 労務・新人教育委員会 )：名鉄局
印刷㈱）
　●竹倉幹雄副理事長 (CSR・ブランディング委員会 )：
半田中央印刷㈱
　●加藤義章副理事長 ( 教育委員会 )：㈱フジカ
　●河原善高専務理事 ( 愛知県印刷工業組合 )
　※渡辺達也副理事長 ( 経営革新委員会 )：㈱メイセイプ
リントは、体調不良で欠席。

メディアージュ愛知会議室で開催された座談会
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れたが、今年はそうしたイベント的なことが薄れ、毎月のよ
うに細かいものが上がっており、価格に反映できないのでさ
らに苦戦をしている。

　伸びている業務委託契約
　本誌　価格だけで決まる仕事はまだありますか―。また、
価格に左右されない取り組みなどお聞かせください。
　加藤　販促物はまだ価格ありきの部分が多い。そうしたも
のは無理してやっても、営業経費が賄えないという部分があ
る。そこまで厳しくないのがパッケージに付随する分野と
か、包装紙の関連の物で、かなり積極的に受注していくこと
を考えているのが実情である。新しいビジネスソリューショ
ンにはまだ取り組めていないが、別の分野に力を入れなくて
はならないのが正直なところである。
　竹倉　いろいろな所で価格がオープンになって、お客様が
値段を分かっていて、価格だけで決まるケースは減ってい
る。お客様に価値を感じてもらうことが、成果に繋がる。そ
れがだめならすぐに他社に切り替わってしまうのが現状と
思っている。価値構築では、業務の委託契約の仕事が少し出
てきている。例えば、販促のサポートであったり、ECの運営
であったり、業務委託の中でおこなっている。
　酒井　我が社も業務委託契約の比率が伸びてきている。例
えば、グーグルビジネスフォームであったり、ＬＰを使った
集客であったり、この辺りの仕事は毎月委託になっている。
やはり価格決定権の話では、お客様が値ごろ感を持ってい
て、このぐらいで出来ないかという相談がある。例えば、展
示会ブース等も自前でやってしまう。でも自前では大変なの
で、材料費プラスアルファでやってくれないかという話であ
る。また、お客様と消費者との接点が必要なので小さなマル
シェに出展したりしている。その中で印刷会社は何を手伝う
ことができるか、地域との関わりがより深くなるという事を
求められている。
　コロナで人の動きが制限されていたが、今皆さん新たな行
動を起こしている。そうすると新しいサービス、新しい商品
ができている。ボリュームは小さくなるが、そこをやってい
かないと大量の印刷物があるところに注文を取りに行って
も、それはなくなってしまうかもしれない。違う発想を持っ
て行動していかなければいけない。
　箕浦　基本的には価格が優先されるお客様も多いことは事

実としてあるが、それだけではなく、全体的な効率面も含め
た現場の立場に立った提案も行なっている。例えば、独自の
入力技術を使い納期を早めたり、デジタル検版を使用し直し
のない頁の保証をしたり、また、システムごと提案すること
でお客様に代わってシステム会社と打合せをしたり、データ
のやりとり、保管面を含めた提案をしたりと、お客様の立場
に立った提案を行ない、会社として価格以上の付加価値をつ
けている。
　田中　一般の印刷物は付加価値がつけにくいが、印刷通販
では、納期、品質で若干価値をつけるようにしている。また、
営業部をデジタルマーケティング課、包材課など5つの部署
に分けている。今はデジタルマーケティング課が伸びてい
る。お客様に費用を使っていただいて、それによって人がた
くさんきて、儲かり、利益が出たら価格はいただける。包材
課はお菓子の中に栞を入れたり、包装紙だったり、ラベルを
作って貼ったり、一つの物に付随する印刷物が多少は増えて
きた。情報関係の印刷物に関してはどうしても値段に引っ張
られるので、包材などの部分で付加価値を付けている。

　働きやすい環境の整備
　本誌　企業価値を高めるための人材確保・定着での工夫、
社員に期待されていることは―。
　加藤　人材の確保、定着は本当に頭の痛いところである。
賃上げ、働きやすい環境作り、キャリアアップの明示、それら
を踏まえながら、できるだけ社員に将来が見える環境を整え
ている。社員教育が一番大事と思っており、営業では、新しい
印刷、加工を含めて、定期的に外部の先生を招いて勉強会を
開催している。製造面ではスキルレスであったり、省力化、省
人化であったり、自動化から無人化に進み出しているので、
これを構築する現場の知識レベル、ITを含めて、どういうこ
とが無人化できるかを勉強させ、実装できるものはしていっ
ている。社員に期待するのは、そうしたマネジメントの教育
や、経営を考えることができる人材に育ってもらいたいし、
会社としてはそういうことをサポートしていきたい。
　竹倉　部門とか人によって、集中的にやる人と、そうでな
い人に分かれているが、平均すると社員一人当たり年間で5
万円から10万円使っている。経営側の考え方に沿った教育
コンテンツ、教育機会をきちっと提案していこうと思って行
なっている。人材確保については、名古屋と違い地方の会社

酒井良輔理事長 田中賢二副理事長 箕浦靖夫副理事長
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　ワクワクぷりんと博覧会10月開催
　本誌　クリエイターとコラボレーションした「ワクワクぷ
りんと博覧会」が開催されましたが、業界あるいは巷の評判
や外部との協業はどうでしたか―。
　加藤　当社は参加していませんでしたが、会場に出向きい
ろいろな成果物を拝見し、印刷会社とクリエイターとのコラ
ボの実現は、ポスターグランプリとは別の形で非常に有意義
な試みであったと思った。これから回を重ねていくには、ど
ういった形で行なっていくのがいいのかが課題になると思
う。当社も機会があれば参加したい。
　竹倉　仕事の受発注の枠を超えての協業は、どちらかとい
うと我が社は苦手という感じで、これといった物が出来てい
ない。今行なっているのは、全然ビジネスになっていないの
で、事例としてはそぐわないかもしれないが、地域で他社と
組んでクラウドファンディング事業を5年ぐらい行なって
いる。また、商工会議所を巻き込んで地域一体型のオープン
ファクトリーを行なっているが、両方とも自走したビジネス
にはなっていない。
　酒井　特定の社員がコラボレーションしていろいろなこ
とを行なっているが、作ったものは売れているので損はして
いないと思う。今回のワクワクぷりんと博覧会にも出展した
が、今の流れはクリエイターと紙の製品を作ることである。1
回目のメンバーに新人をいれたが「社長、俺、紙をやりたくな
い」との意見があった。エントリーして、成果物も作るが、こ
れはどうしたものかという気がしている。
　外部との協業では、お客様のやりたいことを聞き出して形
にして、販売サイトを提供したり、お客様がどこかに出店し
たら、それも手伝う、広告も手伝うということを行なって、サ
ブスクみたいな形で毎月契約してくれませんか、みたいなス
モールビジネスを積み重ねてやっているので、売り上げはで
ていないが、やっている社員は楽しそうである。
　箕浦　今回のワクワクぷりんと博覧会では、漢字日めくり
練習帳を作成した。今後、それ自体を商品として売るのか、販
促品として使用してくのか、明確な目的をもっていく必要が
ある。たしかに、今回の取り組みは、今までやったことがな
かったので、社内も盛り上がったし、直接出品して、いくつか
売れたこともあり、一時は活性化した。社内活性や社内研修
にはなるが、時間とお金がかかるので、会社としては、それに

になるので、その地域での会社の見え方には気を配ってい
る。会社の風土をきちっと造って、それが滲み出るようなこ
とを心がけている。結果的にそういう雰囲気を望む社員が
入ってきている。定着については、少なくとも会社や仕事が
嫌で辞めることがないように心がけている。また、社員の服
装はカジュアルで、名前も役職ではなく、私も含め全てさん
付けにしている。
　酒井　社員の教育は全社員対象にE‐ ラーニングに入っ
て、デジタルスキルを上げるように努めている。特に今は生
成AIを使えるようにということで、お金を払って使わせてい
るが、これは竹倉さんが先ほどいわれたように、やる人はや
るし、やらない人はやらないので、どれくらい使っているか、
使用頻度を一年ぐらい見てから削減したりするのが必要と
思っている。業務の中で営業のプレゼンの資料とかはAIを使
えといっている。便利なものは使っていかないといけない。
　人の採用については、4年ぐらい前から新卒の採用をやめ
て、中途採用しかしていないが、新卒は毎年一人ぐらい面接
にくる。我が社は働く環境にお金を掛けたいと思っており、
ハード、ソフトにお金を使っている。これからは組織で働い
てできる仕事と、個人でできる仕事が出てくるので、会社で
やる必要のある仕事は会社でやり、個人でできるものは個人
でできるように、その都度プロジェクトチームを作って、打
ち合わせなどを行なっている。
　箕浦　人材の確保の方はなかなかできない。以前より派遣
会社にお願いすることは多いが、派遣社員は決まった仕事し
かやらせられないので使い勝手は良くない。事業を進める時
には、プロジェクト制をひいている。今年は30歳以下を集め
て、経営発表会とか、イベントやバス旅行の立案をさせて、横
のつながりを作らせている。
　管理職の勉強会にはコンサルタントを入れ、また、女性社
員が半数近くいるので、女性リーダーを養成していかなけれ
ばいけないと思っている。少数精鋭、多能工化、女性活躍が
キーワードになってくる。それに対してコンサルタントの力
をお借りしていこうと思っている。
　田中　今までは毎年、営業に2 〜 3人入れていたが、今年
からは良いと思った人を1人〜 2人入れるように切り替えた。
当社も女性が3割近くになってきたので、今働いている人た
ちが安定的に勤めて、安定的な生活ができる、そうした会社
にしていかなければいけないと考えている。

竹倉幹雄副理事長 加藤義章副理事長 河原善高専務理事
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見合った価値を見出せるかが、継続していく上では必要と感
じている。
　田中　我が社も包材でドリップコーヒーやお名前シール
を出品した。一番よかったのは、女性社員がお客様と接する
ことが楽しかったといっていたことで、商売的には疑問であ
る。先日のメッセナゴヤにも出展したが、興味のある来場者
のところに営業に回るなど商売になりやすい。愛知県印刷工
業組合としてメッセナゴヤなどにブースを出して、出したい
会社がいろいろ持ち寄り、興味のあるお客様に営業するほう
が商売になりやすい。

　創立70周年記念式典開催
　本誌　組合員企業の価値を高めていくために、どのような
事業運営を目指して行くべきですか―。
　加藤　教育委員会担当なので、印刷技能検定を実施してみ
て、受検者が減ってきているというのが率直な感想である。
人の問題は各社大変と思う反面、ここ数年女性の受検者が増
え、各社女性が活躍を担っている。そういう方が働く意欲が
湧くような情報発信も必要と思っている。
　技能検定の資格を取得している会社に対しての入札などを
含めて、国家資格としてのインセンティブ的なものが有った
ほうが業界としても良いし、それぞれの企業が資格を持って
いる方がいることによって、企業価値が上がっていく。試験
だけではなくプラスアルファの価値を提供できればと思う。
　竹倉　初めて開催したワクワクぷりんと博事業は、印刷企
業、参加クリエイター、そして来場者にも概ね好評であった。
今年も第2回を10月18、19の両日、名古屋市千種区の星が丘
テラスで開催するが、目的は変わることがなく、自分たちで
価値を作り出して市場に問うという考え方を組合員企業が持
つきっかけにする。また近い業界でありながら一緒に仕事を
する機会が少なかった東海地方のクリエイターと関係づくり
にも役立てたい。
　ただ、先程いわれたように課題も非常に多いと思ってい
て、負担と成果が見合わないというのが参加企業の意見だと
思う。また参加企業がどういう目的で取り組んでいたか、参
加企業に目的を作ってもらうことが非常に重要と思ってい
る。物ができたら価値をどう伝えていくか。組合員企業がそ
ういう考え方ができて、違う売り方ができないと、先々大き
な広がりのある事業にはならない。そこが課題である。
　箕浦　厳しい環境を乗り越えていくには、情報がなければ
選択肢がなくなる。労務・新人教育委員会では研修事業、教育
事業、労務に関する情報発信などを行なっているので、情報
を取得して事業展開に繋げていただきたい。委員会に参加す
れば、情報もいち早く取得できるし、実例を直接聞くことも
できるので、委員会に入って活動して欲しい。
　田中　最近のテレビで、紙は環境に良いというコマーシャ
ルがある一方で、デジタル化イコールペーパーレスというコ
マーシャルも多い。しかし、デジタル化はペーパーレスでは
ない。紙は環境に良いということを業界として発信していか
なければならない。
　本誌　今回のホスターグランプリの状況は―。

　河原　「いいかげん」をテーマにした今回のグランプリに
は、370点の応募があった。昨年より少なかったが、ここ数
年は毎年増え続けており、昨年は過去最高の400点余りあっ
た。入賞・入選作品を展示した作品展を愛知県美術館で開催
し、5日間で延べ730人の来場者があり、最後を飾るにふさわ
しい賑わいを見せた。なお、毎回刊行している「ポスターグラ
ンプリ入賞・入選作品集」は、グランプリ、優秀賞、特別賞、協
賛会社賞、入選の各作品126点を収録して刊行、関係者に配
布させていただいた。
　本誌　残念ですがポスターグランプリは今回で中止に―。
　酒井　ポスターグランプリを中止する経緯は、紙が良いも
のと、紙でなくても良いものを取捨選択しなければいけない
時機にきたのと、今年の作品を見たときに生成AIを使った作
品がなかった。もう少し時代の流れを取り入れていく必要が
ある。どの事業も組合員の会費でやっていることなので、開
催する上での費用対効果を考えなくてはいけない。今までプ
レゼンの時に3つぐらいの案を作っていたが、生成AIを使う
と30 〜 40の案が簡単に出来る。数の勝負、時間の勝負で勝
てない。コロナ禍からの急激なデジタルの進化によって我々
の業界の未来をどう作っていくか、一度立ち止まって、事業
の見直しも必要だと思う。
　河原　愛印工組の大きな事業として、創立70周年を迎える
ことで、令和8年の新年互礼会の席を借りて、創立70周年記
念式典を開催する。テーマは、「Resilience（レジリエンス）」
としている。式典、講演会、懇親会などを予定しているが、具
体的な内容は決まり次第報告したい。
　本誌　酒井丸が船出し間もなく1年、今後の動きは―。
　酒井　我々は請負でずっと商売をしてきたので、能動的に
動こうと思うとアクションを起こさないといけない。それに
はリスクがある。我々経営者がリスクをとって投資をしない
と、それに見合ったリターンはない。いろいろチャレンジを
していく上で、全印工連も価値協創を掲げ、これに繋がる各
種事業を積極的に取り組んで行くとしている。まだ光が見え
てきたわけではないが、これからの産業、地域、日本をどのよ
うに盛り上げていくか。印刷業界はいろいろな産業とかかわ
りを持っている業種といわれている。そのあたりを十分活用
しながら、生活者の一人としてどのような未来を切り開いて
いけるのかというところに焦点を当て活動をしていきたいと
思っている。
　本誌　本日はお忙しい中有難うございました。

第1回「ワクワクぷりんと博覧会」
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　全体会議は、冒頭、箕浦靖夫愛知県工組副理事長が開催県
挨拶を名古屋弁で行ない場を和ませた後、大洞中部地区協会
長が挨拶に立ち、昨年逝去された水谷勝也三重県工組前理事
長の冥福を祈り黙とうを行なった。その後、鳥原久資前全印
工連副会長・愛知県工組前理事長の藍綬褒章、楠行博元富山
県工組理事長の旭日双光章の受章を報告した。
　続いて、大洞会長は次のように述べた。
　｢先週、大阪府工組が大阪産業創造館で開催した印刷会社
とクリエイターのものづくり、『ペーパーサミット2025』の
見学に行ってきた。昨年、愛知県工組が行なったワクワクぷ
りんと博覧会も見学させてもらったが、非常に活況あるイベ
ントであった、との印象が強かった。大阪府工組のイベント
もこれに負けず劣らず、アイデア満載のユニークな商品が多
く出展されていた。来場者はおおかた一般の方のようであっ
たが、コラボを通じて、印刷や紙の楽しさ、面白さ、さらに新
しい可能性を知ってもらえたサミットになっていたと思う。
愛知県工組では今年の秋に、第2回ワクワクぷりんと博覧会

　中部地区印刷協議会（大洞正和会長・岐阜県印刷工業組合理
事長、中部地区協）の下期会議（愛知県会議）が、2月21日名古
屋市東区のホテルメルパルク名古屋で開催され、中部5県（愛
知、岐阜、三重、富山、石川）の印刷工業組合執行部、役員など
52名が出席した。全日本印刷工業組合連合会（全印工連）か
らは、瀬田章弘会長、酒井良輔副会長、小島武也常務理事、抜
井諒一事務局次長らが出席。司会進行は河原善高中部地区協
事務局長（愛印工組専務理事）が務めた。

を開催されると聞いている。今度も是非見学にいきたい。
　話は変わるが、非常に混沌とした世界情勢、また円安も続
いて、我々印刷業界にとっても厳しい時代が続いている。こ
のような中、印刷業界が社会に必要とされる産業であり続け
るためには、こうして皆さんが集まって意見交換することが
大事で、これが全印工連、中部地区協、また各県工組の発展に
繋がれば良いと思っている」。
　続いて、瀬田会長が挨拶に立ち、江戸の町と火災の因果関
係について、エピソードをまじえながら次のように述べた。
　「火事と喧嘩は江戸の花といわれるが、江戸っ子は威勢が
良くて楽天的である。何故かというと江戸は火事が多かっ
た。東京に木場（きば）という所がある。当時は木場に木材を
蓄えてあった。商人たちが木材を買い集めて木場に置いてお
り、火事になると商人たちが自腹を切って家を建てた。それ
は早く町を復興させたいがためで、火事の後すぐに家を建て
ている。当時の江戸は急拡大しており、人手不足であったの

｢才覚と強みを活かして突破口を作り
価値協創の実現に向け尽力」（瀬田会長）

中 部 地 区5県 の 役 員
が一堂に会した全体
会議（メルパルク名古
屋）

挨拶をする大洞正和
中部地区協会長

挨拶をする瀬田章弘全印工連会長

■中部地区印刷協議会＜令和 6年度下期会議＞

富山・石川・三重・岐阜・愛知の各県工組役員が出席

■全体会議
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で、職は有り余っている。命さえあれば明日からでも仕事は
ある。食べ物は確保できる。家も大商人が建ててくれるので、

『宵越しの金は持たない』ということで、どんどん楽天的な気
質が生まれた、と最近の歴史学者はいっている。
　商人たちは社会貢献で家を建てているわけではない。町が
なくなると自分たちの商売ができない。そのため皆で団結
して、町を急速に復興させるために行なっている。これは印
刷業界も同じである。市場を作り、稼ぐ場を作らなければい
けない。複雑かつ挑戦的な課題が山のようにあるが、その課
題を一社一社で解決するのは難しい。組合の仲間同士で連携
することで、それぞれが良くなるようなマーケットを作り、
チャンスを作っていく。後は、皆さんの才覚と強みを活かし
ていく。そうした前向きな気持ちで突破口を作り、『価値協
創』の実現に向け尽力していきたい」。
　全体会議前半では、抜井諒一事務局次長が全印工連事業報
告を行ない、続いて、瀬田会長より令和7年度事業構想につい
て説明が行なわれた。
　抜井事務局長は、外国人労働者の受け入れが可能な「特定
技能1号」に、印刷・製本業が対象業種となり、全印工連や全日
本製本工業組合への所属が要件となった。しかし、製本工組
がない地域も多いため、製本会社から印刷工組に加入の申し
入れがあった場合、定款の範囲内で加入を承認するよう要請
がされた。また、官公需においては、不合理な取り引きが依
然として多いため、改善を強く促す意味においても、官公需
対策の専門委員会がない工組は、早急に委員会を立ち上げる
か、官公需担当役員を置くよう求めた。
　瀬田会長からの2025年度事業構想については、事業の柱
として、●価格の適正化・不合理な取り引きの是正、●外国
人・女性・障がい者など、多様な人材の雇用・登用を含めた人
材獲得支援、●教育効果やマーケティング効果など、科学的
根拠に基づいた紙の価値の探求と啓発、●地域の課題解決と
自社の利益追求を両立させたローカルゼブラ企業への変革支
援、●AIやDXの実装支援など、重点的に取り組む姿勢が表明
された。
　続いて、分科会に移った。分科会は、経営革新マーケティ
ング分科会、サステナビリティ・CSR分科会、組織活性化分科
会、教育研修分科会、取引公正化分科会、そして、理事長会、
事務局会が開かれた（分科会報告は別項参照）。
　なお、今回より分科会名が全印工連の委員会名に変更さ

れ、環境・労務分科会はサステナビリティ・CSR分科会、組織
共済分科会は組織活性化分科会、教育分科会は教育研修分科
会となった。
　全体会議後半では、各分科会報告、理事長会報告、事務局会
報告、意見交換、大洞会長の下期会議のまとめなどが行なわ
れた後、須垣貴雄富山県工組理事長の閉会の挨拶で全体会議
は終了した。
　全体会議終了後、交流会が行なわれ、懇親と情報交換の一
時を過ごした。

　■経営革新マーケティング分科会（筧田公生委員長：富山県
工組副理事長）
　経営基盤支援事業の中の12回目となる「勝ち残り合宿ゼ
ミ」は、2月28日から3月1日の1泊2日の合宿形式で行なう。
今回は、大阪工組が2023年から開催している経営者育成プ
ログラム「印刷経営革新塾」のカリキュラムを一部取り入れ、
自社の経営革新計画を作成することにしている。
　話題になっているAI活用とローカルゼブラについて情報
交換をした。生成AIのセミナーを各県いろいろ行なってお
り、愛知県工組では2月に技術セミナーを開催。石川県工組も
今年度末までに2回にわたりセミナーを実施する。また、ロー
カルゼブラ企業については、石川県工組の組合員企業が、産
業として衰退しつつある伝統工芸の技術の素晴らしさを広く
伝えようと努力されている。これは、九谷焼の絵付け作家が
描いた美しい図柄を、メッセージカード、マスキングテープ、
封筒、扇子風呂敷などに印刷し販売するという事業で、既に5
年前から展開されているそうである。地元の土産物販売店だ
けではなく、パリの文具店などにも置いてもらう取り組みも
行なっている。また、大きな収益にはなっていないそうであ
るが、今後は商品のバリエーションを増やしながら販路を広
げていくということである。
　■サステナビリティ・CSR分科会（土井弘人委員長：三重県
工組副理事長）
　全印工連では、カーボンニュートラル社会を実現するため
に、電気やガスの使用明細から二酸化炭素排出量を簡単に算
定できる「みんなSX for Biz」を使った調査をしており、現在、
富山と三重の両工組で4社、石川、岐阜、愛知の各工組で1社

経営革新マーケティング
分科会：寛田公生委員長

サステナビリティ・CSR
分科会：土井弘人委員長

組織活性化分科会：北川
毅委員長

■分科会
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の協力を得ているが、統計精度を高めるためにも更なる協力
をお願いしたい。
　CSRについては、取得する前の学びは多いが、費用と効果、
メリットがはっきりしていないので、なかなか取り組みにま
では至らない。石川県工組では積極的なCSRを行なっている
企業を訪問して、広報誌への掲載など広く周知をしている。
　MUDコンペディションで、応募を増やすための議論を行
なった。その中でデザイン学校などにアプローチするのが大
事なのではとの意見があった。ただ学校へのアプローチとい
う方法は、学校の始まる時期もあるので応募時期を早くした
らどうか、評価の規準が分かりにくいのでテーマをもうけて
はどうか、などの意見もあった。
　■組織活性化分科会（北川毅委員長：愛知県工組理事）
　生命共済制度について話をした。「ライフピア」はPR動画を
有効に使い、また、保険会社とも連携しながら各県工組、各支
部で説明をしていく。次年度の共済加入促進キャンペーンの
重点工組は、愛知、三重、富山に決定した。
　事業承継について、山田ビジネスコンサルティングと業務
提携をして進めているが、現状の各県工組の情況を踏まえな
がら、無料相談などの窓口も用意されているので、気兼ねな
く活用をするように告知を行なっていく。
　組合員の増減に関しては、特定技能制度の件もあるので増
える要素がある。また、アドビライセンスプログラムに関し
ても大きな特典となっており、加入の大きなメリットにな
る。愛知県工組では、特定技能制度の関係で製本会社が1社加
入している。
　■教育研修分科会（中島弘稀副委員長：岐阜県工組副理事
長）
　印刷営業士講座、組合支援セミナーなどは、ウェビナーで
という意見と各県組合員が減少しているので、地区協単位で
できないかという意見があった。
　プリプレス職種DTP検定は、資料によると68人と非常に
人数は減っているが、例えば、徳島と香川の共同開催や中部5
県で持ち回り開催など、共同開催の道もある。またアウトサ
イダーの積極的な受検を促したい。そこから組合加入にも繋
がっていく。
　我々 DTP検定に携わっている者の感覚としては、特定技能
者よりもアドビのソフトが組合に加入すれば安く買えるとい
うところが、1人、2人でやっているデザイナーには響くので

はないかという意見もあった。AI、ファイヤーフライなどの
セミナーについては、経営者にもわかるようなレベルを落と
したセミナーの要望もあった。
　■取引公正化分科会（田中逸郎委員長：石川県工組副理事長）
　全印工連も薦めているSR調達について、愛知県では昨年3
月末に県の会計局が各部局に通知を出し、印刷物などの制作
を依頼する際に「GP（グリーンプリンティング）認定」、「全印
工連CSR認定」を取得している、もしくは「MUD（メディア・
ユニバーサルデザイン）教育検定」の有資格者がいることを受
注条件とした場合は、認定取得事業者に優先発注を行なうこ
とになった。また、瀬田会長から東京都ではSR調達に関する
専門委員会が発足するとのことで、そこで事例をつくって、
各地区、各県に横展開できればとの話があった。
　■理事長会（山口史高理事長：三重県工組）
　BCPについて、富山県工組、石川県工組ではBCP（事業継続
計画）の一環として、災害時連携協定の締結を進めている。そ
の前段階として、富山県工組では組合内での災害時の連携を
進め14社が代替生産の受け入れを表明している。連携協定
を締結するには、被災企業と支援企業の設備が共通している
方が円滑に進む。そのためにも、保有設備などの情報開示が
必要になるが、誰でも情報を閲覧できては不都合な部分もあ
るので、簡単に閲覧できないようにする。例えば、非常事態が
起きた時は、事務局が管理するもとで〝理事長だけが見れる〟
あるいは〝委員だけが見れる〟などのルールづけを明確にする
ことが大事である。愛知・岐阜・三重は南海トラフ地震による
被害も想定されるので、こうした連携協定の輪を広げていく
ことは重要になる。
　■事務局会（西川幸洋事務局長：石川県工組）
　岐阜県工組からは組合員を対象とした国家表彰制度につい
ての準備について質問があり、各県工組の対応を意見交換し
た。三重県工組からは全国大会の時の参加費用など、各県工
組の会計の状況を意見交換。各県工組では旅費規程を設けて
いる。その中で高額な旅費が予想される場合はそれをどのよ
うにしていくか、などが議論された。BCPについて、富山県
工組ではホームページを利用してBCPの共有窓口を作って
いきたいとの意見があった。また、電子帳簿などの保存の方法
やホームページの運用について意見交換をした。愛知県工組
から、事務局の業務をマニュアル化できないか、との提案があ
り、愛知県工組の事例をベースに進めていくことになった。

教育研修分科会：中島
弘稀副委員長

取引公正化分科会：田中
逸郎委員長

事務局会：西川幸洋
事務局長
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中小企業庁

｢中小企業省力化投資補助金｣
使い易くなった「カタログ注文型」、新たに新設された｢一般型｣

グリーン購入法

｢印刷役務」の判断基準を改正
4月1日から施行

全国出版協会

「2024年出版市場」
1兆5716億円（紙5.2％減、電子5.8％増）

PICKUP NEWS

　中小企業庁では24年度から企業の売り上げ拡大や生産性
向上を後押しするため、「中小企業省力化投資補助金」の公募
を行なってきた。この補助金は、人手不足解消に効果のある
ロボットやIOTなどの製品や設備・システムなどを導入する
ための経費を国が補助し、中小企業の省力化投資を促進し売
り上げ拡大や生産・業務プロセスの効率化を図るとともに、
賃上げに繋げることを目的とした補助金になる
　汎用製品をカタログから選択し注文する「カタログ注文型」
方式では、2月17日現在、対象となる全製品68のカテゴリの
うち、13が日本印刷産業機械工業会の登録審査を経た印刷関
連製品となっている。今回、より申請がしやすくなったほか、
製造事業者からの導入に限られていたものが、販売事業者か
らもできるようになり、販売事業者との共同で申請ができ
る。公募は随時受け付けている。
　また新たに、個別の現場の設備や事業内容に合わせた設備
投資を促進する「一般型」の公募が開始され、オーダーメイ
ド・セミオーダーメイドへの対応が可能になった。こちらは
公募回制になるので、公募に合わせての申請になる。
※ちなみに、第1回の公募は3月31日が締め切りで、6月中旬
に採択発表がされる。公募は年3 〜 4回予定され、スケジュー
ルは随時公表されることになっている。
　詳細は　中小企業省力化投資補助金　で検索

　出版業界の調査研究機関である公益社団法人全国出版協
会・出版科学研究所（近藤敏貴理事長）は、2024年（1 〜 12月
期累計）の出版市場規模を『季刊 出版指標』2025年冬号で発
表した。
　■紙（書籍・雑誌）市場かろうじて1兆円を上回る
　2024年の紙の出版物（書籍・雑誌）の推定販売金額は前年
比5.2％減の1兆56億円。かろうじて1兆円を上回った。内訳
は、書籍が同4.2％減の5937億円、雑誌が同6.8％減の4119
億円。書店の閉店が続き、書籍・雑誌ともに依然として厳しい
数字となったが、店頭売り上げは書籍が前年を上回るなど、
既存店では回復傾向が見られる。
　書籍は、文芸・学参・ビジネス書などが好調であった。雑誌
は月刊誌（ムック、コミックスを含む）が同6.3％減の3494億
円、週刊誌が同9.3％減の625億円。月刊誌の内訳は定期誌
が約5％減、ムックが約2％減、コミックス（単行本）が約10％
減。「MORE」「Mart」「steady.」「ポポロ」などが休刊。コミッ
クスはアニメ化によるヒットもあったが、前年、前々年の規
模には遠く及ばず、既刊も伸び悩み3年連続の大幅減となっ
た。
　■電子出版市場5660億円、全ジャンルでプラスに
　2024年の電子出版市場は同5.8％増の5660億円。内訳は、
電子コミックが同6.0％増の5122億円、電子書籍が同2.7％
増の452億円、電子雑誌が同6.2％増の86億円。
　電子コミック単体で5000億円を突破、コロナ禍前の2019
年から5年間で倍増した。各ストアは、出版社との協業による
独占・先行配信やオリジナル作品の強化、割引・ポイントバッ
クなど様々な施策を積極的に展開。電子書籍はライトノベル
や写真集が牽引し3年ぶりのプラス。電子雑誌は「dマガジン」

「楽天マガジン」の値上げにより、こちらもプラスに転じた。

　令和7年度グリーン購入法に基づく環境物品調達が改正さ
れ4月1日に施行される。今回の改正では、官公庁・自治体な
どへ印刷物を納品する事業者の「基準値１」の資格要件に、日
本印刷産業連合会（日印産連）の「グリーンプリンティング認
定制度」、または、全日本印刷工業組合連合会（全印工連）の

「環境推進工場認定制度」による認定を取得している事業者

（工場など）であることが追加された。
　グリーンプリンティング認定制度（GP工場認定制度）は、
日印産連「各印刷サービス」グリーン基準に基づき、客観的な
審査によって環境配慮された印刷工場を認定する制度。ま
た、環境推進工場認定制度は、環境負荷低減への取り組みを
一定水準以上達成した中小印刷事業者を認定・登録する制度。
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2023年に135周年を迎えました。

おかげさまで135周年

１35 135 135th

　■パッケージング用紙

　≪近年の動向≫
　★パッケージング用紙の内需は、コロナ禍の2020年に
5.8％減少し、その後は穏やかな回復に転じたが、2023年以
降はコロナ禍の水準を下回って推移。2024年は、白板紙が
プラスになったものの、諸物価高騰による消費マインドの低
下継続などで、包装用紙、段ボール原紙は前年を下回り、パッ
ケージング用紙計では0.7％減と2年連続でマイナスとなっ
た。
　≪2025年の予想≫
　☆パッケージング用紙のうち、段ボール原紙は包装形態の
変更や軽量化などが懸念されるが、加工食品向けや電気・機
械器具向けの増加などで、ほぼ前年並みを予想。包装用紙は
省包装・簡易包装化によりマイナス。白板紙も、諸物価高騰に

日本製紙連合会

2025年 紙・板紙（主要品種）内需見通し
　日本製紙連合会から「2025年 紙・板紙内需見通し報告」が
公表された。報告によると、2025年主要品種別内需見通しに
ついて、グラフィック用紙は、デジタル化や需要家のコスト削
減に伴う使用量の減少により引き続きマイナスを予想。パッ
ケージング用紙は、インバウンドの増加や工業製品関連需要
の回復などが寄与するものの、物価高騰、消費者の買い控え、
包装資材の削減などにより微減を予想。衛生用紙はインバウ
ンドの増加によりプラスを予想している。パッケージング用
紙、衛生用紙を紹介。グラフィック用紙は先月号に詳報。

よる消費者の買い控えの継続や包装資材の削減などによりマ
イナスを予想する。いずれの品種もインバウンドの増加はプ
ラスに寄与するが、全体としては微減を予想。
　☆品種別の見通しは、パッケージング用紙は合計で1,212
万トン、前年比0.7％減となる。包装用紙が1.7％減、パッ
ケージング用紙は3年連続のマイナスとなる見通し。2019
年比では8.0％減、過去のピークだった1997年（1,486トン）
に対しては8割強の水準となる。

　■衛生用紙

　≪近年の動向≫
　★衛生用紙の内需は、人口の減少などの構造的要因はある
ものの、生活必需品として需要は底堅く、堅調に推移してい
る。2024年は、物価高による消費者のコスト意識の高まりや
製品のコンパクト化（ソフトパックティシュへのシフト、ト
イレットロールの長尺化、ロール幅の縮小など）が進んだ一
方で、インバウンドの増加、また、南海トラフ地震臨時情報の
発令などに伴う消費者の備蓄意識の高まりなどを背景に、内
需は2.9％増と、2022年に記録した過去最高を更新した。
　≪2025年の予測≫
　☆物流問題を背景とした輸送効率の改善に加え、利便性の
向上、環境負荷の軽減などを目的とした形状をコンパクト化
した製品へのシフトは継続する一方で、大阪・関西万博の開
催などを背景としたインバウンドの増加、人流の増加によ
り、宿泊施設などの業務用向けを中心に、需要は引き続き堅
調に推移すると予想。品目別には、ティシュペーパーは花粉
などの季節需要はあるものの横ばい。トイレットパーパーは
業務用向けを中心に、タオル用紙はキッチン用途を中心にプ
ラスとなる予想。
　☆衛生用紙の内需は213万トン、前年比0.8％増を見込ん
だ。2年連続の過去最高更新となる見通し。2019年比では
3.8％増。
　※「2025年紙・板紙内需見通し報告」は、日本製紙連合会の
HPから検索できる。https://www.jpa.gr.jp
　【参考】日本製紙連合会では、毎月「紙・板紙需給速報」をHP
上で公開、印刷・情報用紙の国内出荷高を報じている。
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　愛知県印刷工業組合（酒井良輔理事長、愛印工組）の令和6
年度2月期理事会（第5回）が2月17日メディアージュ愛知3
階会議室で開催された。当日は、令和6年度決算見込み、各事
業委員会活動報告、各支部活動報告が行なわれた（出席者20
名）。
　冒頭、挨拶に立った酒井理事長は、各支部や関連業界団体
の新年会に参加して、「愛知県印刷工業組合は非常に大きな
団体であることを改めて感じた。そして様々な事業を展開し
ていることも再確認した」と述べた。その上で「昨年の地区印
刷協議会で全印工連から『価格競争から価値協創』というこ
とが打ち出されたが、〝打ち出の小槌〟のような事業があるわ
けではない。2月に開催される地区印刷協議会に全印工連の
瀬田章弘会長が出席され、具体的な行動指針を説明されるの
で、それをしっかと聞き、今後の事業に役立てていきたい」と
付け加えた。さらに言葉をつづけ、「様々なことがAIに置き換
わっていく。それを我々が如何に活用して行くかが問われて
いる。反面、紙の有用性を我々は考えていくべきである。愛印
工組は来年70周年を迎える。70周年のテーマを『resilience

（レジリエンス）』とした。日本語に訳すと〝回復する〟とか〝復
元力〟になる。我々経営者はこの変化をチャンスと捉え、事業
の再構築であったり、新規事業の開拓であったり、従来型の
印刷業以外のところで、しっかりと事業を構築していかなく
てはならない。『resilience』のテーマと『共に歩み、未来を拓
く』を副題に掲げたので、この旗印のもと1年間進めていく」
とした。
　理事会は、酒井理事長を議長に進められ、最初に河原善高
専務理事から加入・脱退について報告があり、㈱マルミヤの
令和7年4月1日の加入を承認。また、ウシダ印刷㈱、西川コ
ミュニケーションズ㈱の令和7年3月31日付けの脱退が報告
された。
　その後、令和6年度決算見込みの概要が説明され、続いて、
各委員会事業の実施、計画報告が行なわれた（今後の計画の

み記載）。
　【三役直轄事業（ゴルフコンペ）】箕浦靖夫副理事長
　第9回愛知県印刷工業組合親睦ゴルフコンペは、9月10日、
セントクリークゴルフクラブで開催。
　【組織・共済委員会】北川毅委員長
　全印工連共済制度加入促進活動、「プリントリバースα」「サ
ポートワン」の加入促進活動及び説明時間の設営を依頼。
　【労務・新人教育委員会】山本芳弘委員長
　令和7年度「印刷会社の新入社員研修」4月2日の新入社員基
礎研修でスタートし2か月間にわたる研修が始まる。
　【CSR・ブランディング委員会】鈴木裕一委員長
　ワクワクぷりんと博覧会のキックオフを2月18日ナディア
パークで開催。「第2回ワクワクぷりんと博覧会」は、10月18
日〜 19日の両日、千種区星が丘テラス屋外マルシェ会場で
開催する。
　【教育委員会】松本高武委員長
　技能検定印刷職種オフセット印刷作業実技試験は、6月下
旬㈱フジカで実施。
　【経営革新委員会】冨田章裕委員長
　企業見学会を3月24日、MIZKAN　MUSEUM、國盛酒の
文化館、半田運河・蔵のまちエリアの見学。
　次いで、各支部活動報告が行なわれた（支部と報告者は以
下の通り）。
　東北支部：太田善久支部長、中村支部：清水幹友支部長、中
支部：常川知泰支部長、名南支部：野々村昌彦支部長、東南支
部：田中賢二副理事長、知多支部：久野彰彦支部長、尾張支部：
髙橋伸幸支部長、西三河支部： 岡田邦義理事、東三河支部：鈴
木祐司支部長。

■愛印工組・２月期理事会

創立70周年のテーマ
「Resilience」
サブテーマ　〜共に歩み　未来を拓く〜

2月期理事会のもよう

　｢みんな SX for Biz」を利用した CO₂ 排出量の算定
　全印工連では、カーボンニュートラル社会の実現に貢献す
るため、㈱ UPDATER が提供する ｢みんな SX for Biz｣ を
利用して CO₂ 排出量の算定並びに把握を行ない、次年度の
カーボンニュートラル施策を検討することとなった。
　「みんな SX for Biz」は、電力・ガス・ガソリンなどの請
求書や領収書に表示されている使用量を、Web サイトの

「CO₂ 排出量管理表」に入力し、直近 1 年分（2024 年 1

月〜 12 月）の排出量の合計をするだけで、簡単に CO₂ 排
出量を算定することができる。また、Scope 1（企業が使
用するガス、ガソリンなどの燃料や焼却を発生源とする直接
排出量）と、Scope 2（電力などのエネルギー調達に伴う
間接排出量）の排出源別の排出量の把握もできる。
　全印工連では、組合員企業の「みんな SX for Biz」の利
用者登録ならびに活用の周知への協力を要請している。
　※詳しくは、https://sx.updater.co.jp/ajpia_co2/
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編 集 だ よ り

　愛知県、岐阜県、三重県、石川県、富山
県の各印刷工業組合と愛知県印刷協同組合
が主催し、「いいかげん」をテーマに開催
された第 15 回ポスターグランプリ。その
優秀作品を掲載した「ポスターグランプリ
入賞・入選作品」（A4 判 20 ページ）が刊
行された。作品集には、最優秀グランプ
リ 1 点、優秀賞（一般の部 2 点、大学・
専門学校生の部 2 点、高校生の部 2 点）6
点、特別賞 13 点、協賛会社賞 34 点、入
選 72 点、計 126 点が収録されている。
　今回で 15 回目を迎えたポスターグラン
プリは、「いいかげん」をテーマに作品募
集が行なわれ、将来のグラフィックデザイ
ン業界を担う学生、生徒及び一般のデザイ
ナーなどから 370 点の作品が寄せられた。
厳正な審査の結果、最優秀グランプリには
山元憧子さん（専門学校デザイナー芸術学
院）の作品が選ばれた。
　「第 15 回ポスターグランプリ入賞・入
選作品集」刊行の言葉で、酒井良輔ポスタ
ーグランプリ審査委員長（愛知県印刷工業
組合理事長）は、「いい加減、いいかげん、
といったような様々なアイデアが表現さ
れ、十人十色、百人百様、今回もいずれの
作品も力作ばかり。審査会場も白熱し、審
査委員がそれぞれの意見を交わしながら選
考し、グランプリ（最優秀賞）に山元憧子
さんの作品が、ご自身の考える〝いいかげ
ん〟を表現され、最高のインパクトとビジ
ュアル、キャッチコピーのすべての部門で
最高の票を集め見事に受賞された」と、賞
賛の言葉を贈っている。

　このポスターグランプリについては、巻
頭の言葉でも述べられているように、今回
の 15 回で打ち切られることになった。そ
の理由について、「ポスターグランプリコ
ンペティションも回を重ねるごとに応募者
数が増え、このコンペティションを通じて、
若手デザイナーのスキル向上、育成を図
り、ひいては印刷産業とデザイン関係業界
の連携に寄与するという所期の目的を達成
してきた」とした上で、「開催経費の負担
増加や協賛会社の募集減も手伝って、今回
の 15 回をもって、本事業を終了する」と
表明している。
　今後への対応については、「印刷業界と
デザイン業界との更なる連携と発展を目指
し、クリエイターとのコラボ事業に注力し
ていく」と述べている。
　※第 1 回から 15 回までの入賞・入選作
品が愛知県印刷工業組合のホームページに
公開されており閲覧ができる。
　https://www.ai-in-ko.or.jp/

　■MUD協会
　MUDディレクター検定　
　MUD 協会では、MUD ディレクター検
定を開催する。この検定は、メディア・ユ
ニバーサルに配慮したデザインや制作、デ
ィレクション指示ができる人の育成を目指
しているが、MUD の知識習得を目的にし
た人も歓迎している。講義では、色の具体
的選択手法、デザイン手法について専門の
講師が指導を行なう。座学のほかワークシ
ョップも行ない、参加者の理解度に応じた
より細かい指導を行なう。
　●名称：MUD ディレクター検定
　●日時：5 月 23 日 ( 金 )・24 日 ( 土 )、
9 時 30 分〜 17 時 30 分
　●会場：日本印刷会館 ( 東京都中央区新
富 1-16-8)
　●定員：12 名 ( 最低催行人員 10 名 )
　●受験料：60,500 円 ( 税込み、教材費、
検定費用など含む )　※検定ができない場
合は受験料を返金。入金確認後、事前に教
科書を送付。
　●参加者：MUD アドバイザー有資格者
　●詳細と申し込みは下記 HP から
　https://www.media-ud.org/assay/

　■新規加入
　事業所名：㈱マルミヤ、代表者：宮田義
廣社長、所在地〒 462-0032 名古屋市北
区辻町 4-17 TEL052-915-0038、主な事
業内容：箔押し

　■春の気配が感じられるまでになりまし
た。今年も新入社員研修会が始まります。
愛印工組の研修会はどの講座からでも受講
ができます。是非、挑戦してみてください。

お 知 ら せ

愛知県印刷工業組合
第15回ポスターグランプリ「入賞・入選作品集」刊行
グランプリ、優秀賞、特別賞、協賛会社賞、入選の各作品126点収録

第15回「ポスターグランプリ
入賞・入選作品集」

第15回グランプリを受賞した
山元憧子さんの作品
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